
令和８年度第１回広島県食品安全推進協議会意見抜粋 資料３

発言者 意見（要旨） 素案の策定における対応

細野委員 　食品表示の目標を３年間の平均で８件以下と設定しているが、令和６年度と令和７年度の
件数が合計49件となっており、令和８年度に０件であっても、３年平均では16件になる。今
後、単年度ごとの目標も立てていった方が良いのではないか。

　「表示違反（不良）による回収件数（過去３年平均）」については、現状値が現行

プラン策定時からほとんど変動していないことから、目標値についても据え置くこと

としました。

　御意見を踏まえ、この目標の進捗管理において、単年度の目標値も設定することと

します。

馬渕委員 　今後の目標値の適正度について、監視の取組強化等により件数が増加する場合もある
と思われるが、このような場合には、食品のリスクは増えていないのに目標が厳しすぎ
て達成できないため、このぐらいの数値であればリスクが増えないという考え方で、達
成できる目標を設定するのが良いのではないか。

　今回の改定において現行プランに引き続き数値目標とした、「表示違反（不良）に

よる回収件数」は、期限表示やアレルゲン等食品の安全性に直結する事項に関するも

のであるため、引き続き低減に向けて取り組んでいく必要があり、目標値は現行プラ

ンから維持することとしました。

　なお、その他の数値目標の目標値設定に係る考え方は、資料２のとおりです。

山内委員 　リスクコミュニケーションの新しい指標について、消費者が食品安全に関して正しい
知識を持っているかという調査と併せて、事業者側も正しい知識を持っているかという
ことを合わせて調査した方がいいのではないか。

　事業者等は食品の安全性確保に第一義的な責任を有しており、行政と同様に消費者

に向けて食品のリスク等に関する正しい情報を発信していくことが求められているた

め、リスクコミュニケーションの取組を評価するにあたっては、消費者において正し

い知識の浸透度を測ることが有効であると考えています。

　なお、事業者等に対する衛生教育や人材育成については、引き続き、衛生管理の柱

において講習会の開催等により実施することとしております。


